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上
で
の
商
品
の
陳
列
方
法
や

Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
店
内
広
告
）
の
工

夫
の
仕
方
な
ど
を
説
明
。
イ

チ
ゴ
ジ
ャ
ム
を
例
に
挙
げ
な

が
ら
、
原
価
計
算
の
方
法
な

ど
も
解
説
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
年
間
を
通
じ

て
、
毎
月
開
く
加
工
相
談
会

や
同
店
の
加
工
品
出
荷
者
を

対
象
に
し
た
巡
回
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
農
家
の
加
工

品
に
関
す
る
知
識
の
習
得
を

後
押
し
し
て
い
る
。

の
出
荷
者
や
加
工
品
作
り
を

検
討
し
て
い
る
農
家
ら

人

が
参
加
し
た
。

講
師
を
務
め
る
有
限
会
社

ア
イ
エ
ヌ
ア
ー
ル
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
古
屋
由
美
子
代

表
取
締
役
が
「
消
費
者
目
線

の
販
売
戦
略
～
お
客
様
が
ピ

ン
と
き
て
納
得
す
る
工
夫

～
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

消
費
者
の
心
理
を
踏
ま
え
た

Ｊ
Ａ
は
だ
の
と
秦
野
市
は

８
月

日
、
市
内
の
農
産
加

工
品
の
生
産
拡
大
を
目
的

に
、
本
所
で
農
産
加
工
公
開

セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。
年
間

８
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
開

く
農
産
加
工
セ
ミ
ナ
ー
の
一

環
と
し
て
、
一
般
に
も
広
く

参
加
者
を
募
っ
て
毎
年
開
い

て
い
る
も
の
。
セ
ミ
ナ
ー
の

受
講
生
の
他
、
じ
ば
さ
ん
ず

ろ

」

を

提

供
。
ど
ち
ら

も
豊
か
な
風

味
を
楽
し
め

る
一
品
だ
。

阪
間
豊
社
長

は
「
来
店
者

か
ら
好
評
な

の
で
、
今
後

も
秦
野
の
ソ

バ
を
使
っ
て

い
き
た
い
」

と
話
す
。

生
産
者
の
一
人
、
戸
川
の

桐
山
清
さ
ん
は
「
一
生
懸
命

育
て
た
ソ
バ
を
多
く
の
人
に

食
べ
て
も
ら
え
て
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
う
。
こ
れ
を
励

み
に
、
今
後
も
良
質
な
ソ
バ

を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
笑

顔
を
見
せ
る
。

「
手
打
そ
ば

さ
か
間
」

は
、
今
月
か
ら
地
粉
を
使
っ

た
「
十
割
そ
ば
」
と
「
せ
い

て
い
た
秦
野
市
で
は
、
昔
か

ら
輪
作
体
系
の
中
で
多
く
の

農
家
が
ソ
バ
を
栽
培
。
現

在
、
生
産
者
は
減
少
し
た
も

の
の
、

人
以
上
が
栽
培
に

励
ん
で
い
る
。

今
年
は
春
ソ
バ
の
生
産
量

が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ

Ａ
営
農
課
の
職
員
が
市
内
の

そ
ば
屋
を
巡
回
し
て
使
用
を

呼
び
掛
け
、
販
路
拡
大
に
取

り
組
ん
だ
。

市
内
の
そ
ば
屋
２
店
舗

に
、
新
た
に
地
粉
を
使
っ
た

そ
ば
が
登
場
し
た
。
販
売
を

始
め
た
の
は
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の

が
今
年
契
約
し
た
堀
山
下
の

「
手
打
そ
ば

さ
か
間
」
と

鶴
巻
南
の
「
手
打
そ
ば

信

玄
」
。
伝
統
あ
る
秦
野
産
の

ソ
バ
の
魅
力
を
多
く
の
来
店

者
に
発
信
し
て
い
る
。

か
つ
て
全
国
有
数
の
葉
タ

バ
コ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

相
原
団
長
は
「
各
施
設
で

心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
、
良

い
雰
囲
気
で
研
修
で
き
た
。

団
員
一
同
、
両
国
の
絆
が
強

固
な
も
の
に
な
る
よ
う
積
極

的
に
交
流
を
図
っ
た
」
と
話

し
た
。

ト
ノ
ン
ケ
イ
学
校
と
ワ
ッ
ト

ノ
ン
プ
ロ
ン
学
校
も
訪
れ
、

両
校
の
生
徒
が
描
い
た
絵
画

と
秦
野
市
内
の
小
中
学
生
が

描
い
た
絵
画
や
書
道
を
交
換

し
た
他
、
現
地
の
伝
統
的
な

踊
り
を
子
ど
も
た
ち
が
披
露

し
、
交
流
を
深
め
た
。

ラ
チ
ャ
ブ
リ
ー
県
内
の
Ｃ

Ｐ
Ｄ
（
農
業
協
同
組
合
振
興

局
）
で
は
、
国
内
の
協
同
組

合
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
同

局
の
役
割
や
機
能
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
。

も
に
、
国
際
的
視
野
に
立
っ

た
組
合
員
を
養
成
す
る
こ
と

が
狙
い
。
今
年
は
、
団
長
を

務
め
る
菩
提
の
相
原
勝
治
さ

ん
ら

人
を
タ
イ
に
派
遣
し

た
。視

察
団
は
、
ペ
チ
ャ
ブ
リ

ー
県
の
バ
ン
ラ
ー
ト
農
協
と

カ
オ
ヨ
イ
農
協
を
訪
問
し
、

両
農
協
の
事
業
概
要
や
主
要

作
物
な
ど
を
学
び
、
タ
イ
で

も
問
題
と
な
っ
て
い
る
後
継

者
不
足
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た
。
同
県
の
ワ
ッ

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
毎
年

ア

ジ
ア
の
国
々
に
組
合
員
を
中

心
と
し
た
視
察
団
を
派
遣
し

て
い
る
。
組
合
員
教
育
事
業

の
一
環
で
、
Ｊ
Ａ
が
基
本
理

念
に
掲
げ
る
「
ア
ジ
ア
と
の

共
生
」
を
推
し
進
め
る
と
と

同
教
室
は
、
荒
廃
農
地
の

解
消
と
地
域
活
性
化
を
目
的

に
２
０
１
７
年
に
ス
タ
ー

ト
。
同
教
室
を
き
っ
か
け

に
、
Ｊ
Ａ
が
開
く
他
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
准
組
合
員

も
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
。

８
月

日
に
は
、
組
合
員


人
が

㌃
の
畑
に
ソ
バ
を

播
種
（
は
し
ゅ
）
。
正
組
合

員
が
准
組
合
員
に
農
作
業
の

こ
つ
を
教
え
な
が
ら
、
協
力

し
て
作
業
に
励
ん
だ
。

同
委
員
会
の
和
田
稔
委
員

長
は
「
今
後
も
取
り
組
み
を

続
け
、
地
域
を
も
っ
と
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

て
い
る
。
正
組
合
員
と
准
組

合
員
ら
が
協
力
し
て
ソ
バ
を

栽
培
す
る
他
、
収
獲
後
に
は

組
合
員
と
共
に
、
上
小
学
校

に
通
う
児
童
ら
が
そ
ば
打
ち

を
体
験
。
ソ
バ
を
き
っ
か
け

に
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て

い
る
。

正
准
組
合
員
が

ソ

バ

で

交

流

上

支

所

上
支
所
運
営
委
員
会
と
上

地
区
営
農
推
進
協
議
会
が
企

画
す
る
「
そ
ば
作
り
教
室
」

が
、
地
域
交
流
に
一
役
買
っ

説
明
し
た
後
、
株
か
ら
豆
の

さ
や
を
も
ぎ
取
る
作
業
な
ど

を
手
伝
い
な
が
ら
参
加
者
と

交
流
。
塩
ゆ
で
し
た
落
花
生

の
試
食
も
用
意
し
、

昔
か
ら
続
く
農
家
の

食
文
化
を
伝
え
た
。

同
会
の
委
員
も
、
参

加
者
に
収
穫
の
こ
つ

を
伝
え
た
り
、
脱
粒

作
業
を
手
伝
っ
た
り

す
る
な
ど
、
体
験
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
。

同
委
員
会
の
清
水

努
委
員
長
は
「
地
域

の
農
業
の
活
性
化
に

向
け
、
今
後
も
若
い

農
業
後
継
者
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い

く
」
と
話
し
た
。

を
参
加
者
に
伝
え
て
い
る
。

８
月

日
の
収
穫
体
験
に

は
、

組
約

人
が
参
加
。

高
橋
さ
ん
は
収
穫
の
仕
方
を

落
花
生
の
収
穫

体

験

が

人

気

南

支

所

南
支
所
運
営
委
員
会
と
西

大
竹
の
高
橋
勇
太
さ
ん
が
連

携
し
て
実
施
す
る
落
花
生
の

収
穫
体
験
が
、
地
域
住
民
か

ら
人
気
だ
。
農
業
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

特
産
で
あ
る
落
花
生
の
収
穫

体
験
を
通
じ
て
、
そ
の
魅
力

秋
の
座
談
会
を
９
月

日

（
月
）
～

月

日
（
木
）
ま

で
、
市
内

会
場
で
開
催
し
ま

す
。内

容
は
、
２
０
１
９
年
度
上

半
期
活
動
報
告
や
地
域
の
実
態

に
沿
っ
た
情
報
な
ど
を
話
し
合

い
ま
す
。

組
合
員
の
意
見
・
要
望
を
今

後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
１
人
で
も
多
く
の
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。

秋の座談会に

多くの出席を

秋の座談会に

多くの出席を

９
月

日(

月)

～

月

日(

木)

ＪＡの各支所運営委員会の活動が、地域活性化に一役買

っている。委員と地元農家らが連携し、収穫体験やスポー

ツ大会の開催、地域のふれあいまつりへの出店などさまざ

まな活動を展開。参加する地域住民の農業理解の促進や地

域交流につながっている。

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

秦
野
市
内
で
、
は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
や
農
家
ら
が
観
光
農
業
イ
ベ
ン
ト
を
開

き
、
秦
野
の
農
業
や
農
産
物
の
魅
力
を
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
る
。

今月の特集
４～５面

収
穫
の
秋

観
光
農
業
盛
ん
に

秦 野 市
農業協同組合

（神奈川県）

発行責任者 宮永均

〒257-0015
秦野市平沢477
電話0463(81)7711㈹
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近くの小学校

で、バケツに植

えられた稲が実

ってたよ。ＪＡ

がバケツ稲作りをサポー

トしてるって聞いたんだ

けど、どんなことをして

いるの？

ＪＡは、次代

を担う子どもた

ちに稲作を通じ

て農業を身近に

感じてもらうために、

年前から「バケツ稲づく

りセット」を提供してい

るわ。種もみや肥料、栽

培マニュアルなどがセッ

トになっていて、バケツ

と土を用意するだけで、

手軽に稲作を体験するこ

とができるのよ。

ＪＡはだのでも、子ど

もたちに稲の成長を学

び、収穫の喜びを知って

もらうために、市内の小

学校３校、中学校２校に

「バケツ稲づくりセッ

ト」を届けているわ。

バケツ稲は、

子どもたちにお

米がどのように

作られているか

知ってもらうことに役立

っているんだね。教えて

くれてありがとう、やえ

のちゃん。

バ
ケ
ツ
稲
作
り
を
サ
ポ
ー
ト

西大竹の

高橋
た か は し

勇太
ゆ う た

さん()



落
花
生
振
興
に
意
気
込
み

秦
野
の
特
産
、
落
花
生

の
振
興
に
力
を
入
れ
て
い

る
西
大
竹
の
高
橋
勇
太
さ

ん
。
も
と
も
と
不
動
産
関

係
の
仕
事
に
励
ん
で
い
た

が
、
父
が
体
調
を
崩
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
就
農

を
決
意
し
、
県
立
か
な
が

わ
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入

学
。
落
花
生
を
栽
培
す
る

市
内
の
農
家
か
ら
も
教
わ

り
な
が
ら
、
農
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
身
に
付
け
た
。

現
在
は
合
計
１
㌶
の
畑

で
、
落
花
生
を
中
心
に
ハ

ク
サ
イ
や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど

年
間

品
目
以
上
の
露
地

野
菜
を
栽
培
。
中
で
も
、

落
花
生
の
一
部
は
、
Ｊ
Ａ

全
農
か
な
が
わ
や
Ｊ
Ａ
は

だ
の
な
ど
で
組
織
す
る
相

州
落
花
生
協
議
会
か
ら
依

頼
を
受
け
、
県
内
各
地
で

販
売
さ
れ
る
種
子
用
と
し

て
生
産
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
と
市
が
連
携
し
て

開
く
「
農
産
加
工
セ
ミ
ナ

ー
」
に
参
加
し
、
加
工
品

作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

習
。
「
今
後
は
落
花
生
に

付
加
価
値
を
付
け
た
売
り

方
も
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
る
。

今
年
で
就
農
か
ら
５
年

目
を
迎
え
、
活
動
の
幅
を

徐
々
に
広
げ
て
い
る
高
橋

さ
ん
。
２
０
１
７
年
か
ら

は
、
地
域
住
民
に
農
業
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、
南
支
所
運
営
委
員
会

と
連
携
し
て
落
花
生
の
収

穫
体
験
を
開
催
。
さ
ら

に
、
今
年
は
Ｊ
Ａ
の
食
農

教
育
イ
ベ
ン
ト
「
ち
ゃ
ぐ

り
ん
ス
ク
ー
ル
」
に
協
力

し
、
市
内
の
小
学
生
に
落

花
生
の
栽
培
を
指
導
し
な

が
ら
、
食
や
農
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
る
。

今
年
２
月
に
は
長
女
が

生
ま
れ
、
家
庭
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
充
実
し
て
き
た

高
橋
さ
ん
。
「
日
々
成
長

し
て
い
く
子
ど
も
の
姿
を

見
る
の
が
今
の
楽
し
み
。

こ
れ
か
ら
も
家
族
を
大
切

に
し
な
が
ら
農
業
に
励
ん

で
い
き
た
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

秋
の
味
覚

栗
出
荷
ス
タ
ー
ト

果
樹
部
会
く
り
部
が
４
日
、
秋
の

味
覚
で
あ
る
栗
の
出
荷
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
有
害
鳥
獣
に

よ
る
食
害
や
台
風
な
ど
が
収
量
に
影

響
し
た
も
の
の
、
粒
が
大
き
く
、
品

質
は
上
々
だ
。

本
所
選
果
場
で
は
、
部
員
が
栗
を

選
別
し
た
後
、
選
果
機
で
規
格
ご
と

に
仕
分
け
て
品
質
を
再
度
チ
ェ
ッ

ク
。
Ｊ
Ａ
全
農
か
な
が
わ
中
央
ベ
ジ

フ
ル
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
県
内
の

量
販
店
に
出
荷
し
た
。

小
澤
明
部
長
は
「
今
後
も
互
い
に

協
力
し
て
共
選
共
販
の
出
荷
体
制
を

維
持
し
、
消
費
者
に
秦
野
産
の
栗
を

届
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

集荷した栗の品質を確かめる部員

｢

か
な
が
わ
旬
菜
ナ
ビ｣


月

日(

日)

ｔ
ｖ
ｋ
で
放
送


月

日
（
日
）
午
前
９
時
放
送
の
ｔ
ｖ
ｋ

「
か
な
が
わ
旬
菜
ナ
ビ
」
で
、
リ
ポ
ー
タ
ー
の
伊

藤
綾
香
さ
ん
が
、
青
年
部
員
の
取
り
組
み
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
送
内
容
の
予
定

①
草
山
邦
彦
さ
ん
が
育
て

る
花
苗
を
紹
介
②
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
や
「
ユ

ー
ス
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど
部
の
活
動
を
紹
介
③
高
橋

勇
太
さ
ん
と
共
に
落
花
生
を
収
穫
④
小
泉
貴
寛
さ

ん
と
共
に
エ
ダ
マ
メ
を
収
穫
⑤
高
梨
晃
さ
ん
ら
が

作
っ
た
「
完
熟
い
ち
ご
の
和
紅
茶
」
を
紹
介

支所運営委が力発揮支所運営委が力発揮

協力してソバを播種する組合員

現地の米農家を訪れた視察団


人
を
タ
イ
に
派
遣

組

合

員

教
育
事
業

｢アジアとの共生｣理念に

農協や学校を訪問

市
内
２
店
に
地
粉
そ
ば

伝
統
の
味
を
広
く
発
信

消
費
者
の
心
理
を
学
ぶ

参
加
者
と
作
業
に
励
む
高
橋
さ
ん
㊨

効
果
的
な
販
売
方
法
を
解
説
す
る

古
屋
氏

農産加工品生産
振興へセミナー

地粉のそばを手にする桐山さん㊧と阪間社長

(://-/)（） 年(令和元年)月日(木曜日) 年(令和元年)月日(木曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の



儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

俤俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠

俤
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

俤俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠俠

俤
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

儔
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐

盤
上
こ
の
一
手

囲

碁

将

棋

大
会
で
親
睦

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
８
月


日
、
本
所
で
囲
碁
将
棋
大
会

を
開
い
た
。
Ｊ
Ａ
健
康
寿
命

１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
で
、
趣
味
を
通
じ
て
、

ゆ
と
り
あ
る
生
活
と
組
合
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
が
目
的
。
囲
碁
の
部

に

人
、
将
棋
の
部
に

人

が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
た
。

参
加
者
は
制
限
時
間
を
じ

っ
く
り
使
い
、
真
剣
な
表
情

で
対
局
。
展
開
を
先
読
み
し

な
が
ら
渾
身
（
こ
ん
し
ん
）

の
一
手
を
打
っ
た
。
熱
戦
の

結
果
は
次
の
通
り
。

○
囲
碁
の
部
Ａ

優
勝
＝

鈴
木
正
夫
（
堀
川
）

○
囲
碁
の
部
Ｂ

優
勝
＝

平
賀
義
雄
（
並
木
町
）

○
将
棋
の
部
Ａ

優
勝
＝

佐
々
木
広
満
（
渋
沢
）

○
将
棋
の
部
Ｂ

優
勝
＝

柏
木
道
昭
（
横
野
）

栗
原
さ
ん
は
、
庭
や
畑
で

育
て
て
い
る
ス
ス
キ
や
小

菊
、
栗
を
使
い
、
持
参
し
た

籠
を
豪
華
に
装
飾
。
秋
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
籠
の
周
り
に
は

旬
を
迎
え
た
サ
ト
イ
モ
や
サ

ツ
マ
イ
モ
を
配
置
し
た
。

栗
原
さ
ん
は
「
来
店
者
や

出
荷
者
に
季

節
の
変
化
を

楽
し
ん
で
も

ら
え
た
ら
う

れ
し
い
。
今

後
も
地
場
産

農
産
物
を
使

っ
て
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を

作
っ
て
い
き

た
い
」
と
笑

顔

を

見

せ

た
。

荷
者
の
栗
原
悦
子
さ
ん
が
作

っ
た
も
の
で
、
多
く
の
来
店

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

じ
ば
さ
ん
ず
に

日
、
地

場
産
の
農
産
物
を
使
っ
た
十

五
夜
飾
り
が
登
場
し
た
。
出

に
励
ん
だ
。

さ
ら
に
、
会
場
と
な
る
同

茶
園
に
は
、
茶
の
栽
培
方
法

な
ど
を
記
載
し
た
学
生
手
作

り
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た

他
、
学
生
ら
が
加
工
の
様
子

を
撮
影
し
て
作
っ
た
動
画
を

上
映
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

茶
へ
の
理
解
を
促
し
た
。

き
っ
か
け
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。市

内
外
か
ら
参
加
し
た
家

族
連
れ
５
組

人
は
、
５
月

に
自
ら
摘
み
取
っ
て
冷
凍
し

て
い
た
茶
葉
を
使
い
、
茶
の

手
も
み
を
体
験
。
髙
梨
さ
ん

か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

「
で
ん
ぐ
り
揉
（
も
）
み
」

や
「
こ
く
り
」
な
ど
の
作
業

し
た
。

同
企
画
は
年
２
回
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
、
茶
摘
み
や
茶

の
手
も
み
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
し
て
も
ら
う
取
り

組
み
。
髙
梨
さ
ん
と
同
大
学

の
山
岡
義
卓
特
任
准
教
授

が
、
共
通
の
知
人
の
農
家
を

通
じ
て
知
り
合
っ
た
こ
と
を

菩
提
の
高
梨
茶
園
の
髙
梨

晃
さ
ん
は

日
、
神
奈
川
大

学
の
学
生
や
そ
の
Ｏ
Ｇ
ら
と

連
携
し
て
「
は
だ
の
お
茶
の

楽
校
（
が
っ
こ
う
）
」
を
開

い
た
。
市
内
外
か
ら
訪
れ
た

参
加
者
に
、
茶
の
手
も
み
体

験
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

通
じ
て
、
茶
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

地
域
交
流
を
図
る
こ
と
が
目

的
。

チ
ー
ム

人
が
参
加

し
た
。

熱
戦
を
制
し
西
地
区
の
秦

野
西
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
。

準
優
勝
は
大
根
地
区
の
南
矢

名
チ
ー
ム
、
３
位
は
大
根
地

区
の
お
お
ね
台
チ
ー
ム
。

秦
野
西
チ
ー
ム

熱
戦
を
制
す

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

日
、
な

で
し
こ
運
動
広
場
で
第

回

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
い

た
。
組
合
員
の
健
康
増
進
と

茶
農
家
が
取
り

組

み

を

紹

介

各
地
の
研
究
者
視
察

菩
提
の
「
わ
さ
び
や
茶

園
」
は
５
日
、
農
研
機
構
が

事
務
局
を
持
つ
関
東
東
海
北

陸
・
近
畿
中
国
四
国
農
業
試

験
研
究
推
進
会
議
合
同
茶
業

部
会
の
視
察
を
受
け
入
れ

た
。
茶
業
に
関
す
る
研
究
機

関
の
研
究
者
ら

人
が
、
九

州
地
方
を
除
く
全
国
各
地
か

ら
訪
れ
、
茶
の
生
産
か
ら
販

売
ま
で
手
掛
け
る
同
園
の
取

り
組
み
を
学
ん
だ
。

園
主
の
山
口
勇
さ
ん
が
、

同
園
の
栽
培
品
種
や
販
売
先

な
ど
を
説
明
。
茶
畑
な
ど
を

案
内
し
た
後
、
同
園
が
生
産

し
た
茶
や
、
茶
を
使
っ
た
菓

子
を
振
る
舞
っ
た
。
そ
の

後
、
栽
培
環
境
や
加
工
設
備

な
ど
に
つ
い
て
、
研
究
者
ら

と
意
見
を
交
換
し
た
。

山
口
さ
ん
は

「
視
察
の
受
け

入
れ
は
良
い
刺

激
に
な
っ
た
。

今
後
も
日
本
の

茶
業
の
振
興
に

協
力
し
た
い
」

と
話
し
た
。

同
部
会
は
日

本
の
茶
業
の
振

興
に
向
け
、
今

回
の
視
察
で
得

た
情
報
を
研
究

に
生
か
し
て
い

く
考
え
だ
。

同
局
の
邱
啓
芳
副
局
長
は

「
今
回
学
ん
だ
日
本
の
農
産

物
直
売
所
の
仕
組
み
を
取
り

入
れ
、
農
業
を
振
興
し
て
い

き
た
い
」
と
感
想
を
話
し

た
。

新
た
な
農
業
振
興
策
の
一
つ

と
し
て
、
日
本
の
大
型
農
産

物
直
売
所
を
視
察
し
た
い
と

の
依
頼
を
受
け
た
も
の
。
同

局
の
職
員
や
若
手
農
家
ら


人
が
、
出
荷
方
法
を
中
心
に

農
産
物
直
売
所
の
仕
組
み
を

学
ん
だ
。

同
店
を
訪
れ
た
参
加
者

は
、
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
出
荷
方

法
や
価
格
の
設
定
方
法
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

他
、
同
店
の
朝
礼
を
見
学
。

売
り
上
げ
上
位
の
農
産
物
や

近
隣
の
ス
ー
パ
ー
の
価
格
調

査
の
結
果
を
周
知
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
出
荷
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
も
学
ん
だ
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
５
日
、
じ

ば
さ
ん
ず
で
台
湾
の
行
政
院

農
業
委
員
会
水
土
保
持
局
台

南
分
局
の
視
察
を
受
け
入
れ

た
。
台
湾
で
も
農
家
の
後
継

者
不
足
が
問
題
と
な
る
中
、

安
味
会
長
は
「
来
年
以
降

も
継
続
し
、
秦
野
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
お
い
し
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た

い｣

と
意
気
込
み
を
語
っ
た


て
持
ち
帰
っ
た
。
「
甘
く
て

お
い
し
い
」
「
お
父
さ
ん
と

お
母
さ
ん
に
も
食
べ
さ
せ
て

あ
げ
た
い
」
な
ど
園
児
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
た
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
研
究
会
の

会
員
ら
は
８
月

日
、
安
味

孝
明
会
長
が
営
む
横
野
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
園
を
地
域
の
保

育
園
児
に
無
料
開
放
し
た
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
食
や

農
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
、
は
だ
の
都
市
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

初
め
て
実
施
し
た
。

訪
れ
た
の
は
、
私
立
西
湘

秦
野
保
育
園
と
私
立
山
辺
保

育
園
の
園
児
合
計

人
。
会

員
か
ら
摘
み
取
り
方
法
な
ど

を
教
わ
っ
た
後
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
味
わ
い
、
土
産
と
し

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

88
歳(

米
寿)

▽
大
根
地
区
＝
相
原
マ
サ

子
（
鶴
巻
南
）
髙
橋
千
恵
子

（
南
矢
名
）

▽
本
町
地
区
＝
片
野
靖

（
桜
町
）

▽
北
地
区
＝
山
口
武
雄

（
菩
提
）

▽
上
地
区
＝
諸
星
君
代

（
菖
蒲
）

77
歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
石
原
栄
子

（
鶴
巻
南
）
佐
藤
幸
雄
（
鶴

巻
南
）

▽
東
地
区
＝
相
沢
髙
子

（
西
田
原
）

▽
南
地
区
＝
遠
藤
進
（
尾

尻
）※

自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
各
支
所
・
支
店

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

出荷方法について説明を受ける参加者ら

茶畑を見学する研究者ら

優
勝
し
た
秦
野
西
チ
ー
ム

先
を
読
み
一
手
を
熟
考
し
た

十
五
夜
飾
り
を
作
る
栗
原
さ
ん

園
児
の
食
農
教
育
に
一
役

高梨茶園

学
生
と
連
携

楽
校


茶
の
魅
力
を
伝
え
る

直売所の仕組み学ぶ

台湾の若手農家ら視察

じばさんず

十
五
夜
飾
り
き
れ
い

地
場
農
産
物
で
豪
華
に

ブルーベリー園を開放

摘
み
取
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
安
味
会
長

参加者や大学生らに茶の手もみを指
導する髙梨さん㊧

西
田
原
の
―
小
森
谷

こ

も

り

や

淳
じ
ゅ
ん

さ
ん(

81)

№436
㈱
シ
オ
ヅ
の
代
表
と
し

て
「
あ
さ
ひ
食
堂
」
を
営

む
他
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み

き
フ
レ
ン
ド
」
の
三
つ
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
小

森
谷
淳
さ
ん
。
も
と
も
と

栃
木
県
出
身
で
、
高
校
卒

業
後
に
繊
維
メ
ー
カ
ー
勤

務
や
飲
食
店
の
経
営
な
ど

を
経
験
し
た
後
、

歳
で

秦
野
市
に
移
り
住
ん
だ
。

現
在
は
、
飲
食
業
と
介
護

事
業
に
携
わ
り
な
が
ら
、

二
つ
の
事
業
を
通
じ
て
地

域
に
貢
献
し
て
い
る
。



仕
事
の
内
容
は
？

飲
食
業
で
は
、
自
ら
栽

培
し
た
野
菜
な
ど
を
使
っ

て
弁
当
を
作
り
、
み
き
フ

レ
ン
ド
の
施
設
や
他
の
介

護
施
設
な
ど
に
提
供
し
て

い
ま
す
。
介
護
事
業
で

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
管
理
し
て
い
て
、

利
用
者
に
と
っ
て
過
ご
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。



地
域
に
対
す
る
取

り
組
み
は
？

地
域
の
方
々
に
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
一
部

を
無
料
で
貸
し
出
し
、
ダ

ン
ス
や
陶
芸
、
習
字
な
ど

の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ダ
ウ
ン
症
の
娘
を
育
て
る

中
で
、
地
域
の
方
々
に
い

ろ
い
ろ
な
面
で
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
会
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
誰
か
の
役

に
立
つ
こ
と
が
生
き
が
い

の
一
つ
に
な
れ
ば
と
、
今

年
７
月
か
ら
は
障
害
の
あ

る
方
に
就
労
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
農

作
業
な
ど
の
仕
事
に
励
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。



今
後
の
目
標
は
？

今
後
も
「
お
互
い
さ

ま
」
の
精
神
を
常
に
持
っ

て
仕
事
に
励
ん
で
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
多
く
の

人
に
自
分
の
取
り
組
み
を

知
っ
て
も
ら
い
、
協
力
し

て
く
れ
る
方
が
増
え
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。

仕事で地域に恩返し

に
つ
な
げ
て
い
る
。

今
年
は
新
た
に
「
は
だ
の
市

民
農
業
塾
新
規
就
農
コ
ー
ス
」

の
卒
業
生
で
構
成
す
る
「
は
だ

の
市
民
農
業
塾
就
農
者
連
絡
協

議
会
」
が
、
落
花
生
の
「
改
良

半
立
」
と
「
お
お
ま
さ
り
」
を

収
穫
で
き
る
観
光
農
園
を
横
野

に
オ
ー
プ
ン
。
同
協
議
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
来
園
者
に
収
穫
方

法
や
品
種
の
特
徴
な
ど
を
紹
介

し
た
他
、
自
宅
で
の
調
理
方
法

な
ど
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

同
協
議
会
の
山
崎
信
行
会
長

は
「
初
め
て
の
取
り
組
み
で
不

安
も
あ
っ
た
が
、
来
園
者
の
反

応
も
良
く
、
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
に
生
か
し
な
が
ら
、
観
光
農

業
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
す
。

県
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
家

族
連
れ
や
団
体
客
ら
で
連
日
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。

市
内
で
は
、
堀
山
下
や
堀

西
、
東
田
原
な
ど
の
地
区
で
生

産
者
が
組
合
を
組
織
し
、
観
光

農
園
を
開
園
。
は
だ
の
都
市
農

業
支
援
セ
ン
タ

ー
も
農
家
を

バ
ッ
ク
ア
ッ

プ

し

よ

う

と
、
独
自
の

ち
ら
し
を
作

成
し
て
Ｐ
Ｒ

す
る
他
、
Ｊ

Ａ
の
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
広
く

発
信
し
、
利

用
者
の
増
加

な
落
花
生
や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
手

軽
に
収
穫
で
き
る
こ
と
か
ら
、

市
内
の
農
家
が
開
く
観
光
農

園
が
、
今
年
も
人
気
だ
。
良
質

に
取
り
組
む
メ
ン
バ
ー
も
増
え

て
い
る
の
で
、
今
後
は
さ
ら
に

イ
ベ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い｣

と
意
気
込
み
を
語
っ
た


て
、
ト
マ
ト
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ど
旬
の
農
産
物
の
収
穫
体
験
に

加
え
、
茶
の
手
も
み
体
験
な
ど

も
実
施
し
て
い
る
。

今
回
も
開
催
に
向
け
、
部
員

は
事
前
に
市
内
の
幼
稚
園
や
小

学
校
な
ど
に
約
１
万
部
の
ち
ら

し
を
配
付
。
若
い
世
代
に
広
く

参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

参
加
者
は
、
高
橋
勇
太
さ
ん

の
畑
で
、
落
花
生
「
改
良
半

立
」
を

株
収
穫
。
そ
の
後
、

原
聡
さ
ん
の
畑
に
移
動
し
、
サ

ツ
マ
イ
モ
の
「
金
時
」
と
「
シ

ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
を
掘
り
取
っ

た
。
部
員
は
、
参
加
者
に
収
穫

方
法
や
品
種
の
特
徴
、
お
勧
め

の
食
べ
方
な
ど
を
説
明
し
な
が

ら
、
収
穫
を
サ
ポ
ー
ト
。
部
員

が
生
産
し
て
い
る
ブ
ド
ウ
や

茶
、
加
工
品
な
ど
が
当
た
る
抽

選
会
も
設
け
た
。
部
員
の
杉
本

学
さ
ん
は
「
ユ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ


日
に
は
青
年
部
が
、
南
地

区
の
畑
で
観
光
農
業
イ
ベ
ン
ト

「
ユ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
い

た
。
部
員
が
生
産
す
る
旬
の
農

産
物
の
収
穫
な
ど
を
楽
し
め
る

も
の
で
、
若
い
世
代
の
消
費
者

に
食
や
農
の
大
切
さ
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
地
場
産
農
産
物
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
。
家
族
連
れ

組

人
が

参
加
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
部
の
政

策
集
「
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
」
に

掲
げ
る
「
地
産
地
消
の
推
進
」

や
「
地
域
と
の
交
流
」
な
ど
の

項
目
を
実
践
し
た
も
の
。
以
前

は
じ
ば
さ
ん
ず
で
の
農
産
物
の

対
面
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
た

が
、
２
０
１
４
年
か
ら
観
光
農

業
に
も
活
動
の
幅
を
広
げ
た
。

現
在
、
観
光
農
業
に
関
心
の

高
い
部
員
８
人
が
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
年
間
を
通
じ

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
は
農
家
と
連
携
し
、
旬
の

農
産
物
の
収
穫
体
験
や
農
園
オ

ー
ナ
ー
制
度
な
ど
、
季
節
ご
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

い
て
い
る
。


日
に
は
、
南
矢
名
の
果
樹

園
で
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
収
穫

体
験
を
開
催
。
市
内
外
か
ら
訪

れ
た
６
組

人
が
、
赤
い
果
肉

が
特
徴
の
品
種
「
丹
沢
レ
ッ

ド｣

の
も
ぎ
取
り
を
体
験
し
た


「
丹
沢
レ
ッ
ド
」
は
、
果
樹

部
会
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部
が
９

年
ほ
ど
前
か
ら
生
産
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
る
品
種
。
高
い
糖

度
と
食
味
の
良
さ
が
特
徴
だ

が
、
認
知
度
の
向
上
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
セ

ン
タ
ー
が
部
員
の
尾
澤
健
一
さ

ん
と
連
携
し
て
、
２
年
前
か
ら

収
穫
体
験
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。尾

澤
さ
ん
は
、
収
穫
方
法
や

甘
く
熟
れ
た
果
実
の
見
分
け
方

な
ど
を
参
加
者
に
説
明
。
そ
の

後
、
試
食
を
振
る
舞
っ
た
他
、

収
穫
に
励
む
参
加
者
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
。

尾
澤
さ
ん
は
「
今
後
も
Ｊ
Ａ

な
ど
と
連
携
し
て
、
幅
広
い
世

代
の
人
に
丹
沢
レ
ッ
ド
の
お
い

し
さ
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

実施する他、来年２月には中晩か

んの「不知火（しらぬい）」など

の収穫体験も予定している。問い

合わせは、はだの都市農業支援セ

ンターまで。☎－7800

はだの都市農業支援センター

は、旬の農産物の収穫などが体験

できる「はだの農業満喫ＣＬＵ

Ｂ」の会員を募集している。登録

は無料で、会員には３、８月の年

２回、同センターが開く観光農業

イベントの情報を記載した案内ち

らしを送付している。

２００９年にスタートし、今年

の８月末時点で657人が登録して

いる。

同センターは、月日（土）

にキウイフルーツとミカン、日

（土）にはエダマメの収穫体験を

く
の
人
に
伝
え
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
の

中
で
気
軽
に
収
穫
を
楽
し
め
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
幅
広
い
世
代
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

秋
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
秦
野
市

内
で
は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
や

農
家
ら
が
観
光
農
業
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
秦
野
の
農
業
や
農
産
物
の
魅
力
を
多

来園者と脱粒作業に汗を流す山崎会長㊧

秋

観
光
農
業

だだ

だだ

農
家
が
自
ら
開
園

農
業
塾
卒
業
生
の
会
も
参
入

若
い
世
代
に
Ｐ
Ｒ

青
年
部
が
ユ
ー
ス
マ
ル
シ
ェ

丹
沢
レ
ッ
ド
収
穫

高
い
糖
度
と
お
い
し
さ
発
信

サツマイモの収穫をサポートする杉本さん㊨

「丹沢レッド」を収穫する参加者

幅広い世代に人気
自然の中農作業体験

農業満喫ＣＬＵＢに登録を
今
年
３
月
に
収
穫
体
験
が
新
た
に

始
ま
っ
た
「
不
知
火
」

Ｊ Ａ は だ の 年(令和元年)月日(木曜日) （）第号 総　合（）
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丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐
丐

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

仔仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐

仔
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐

仔仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐仐

仔
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐
仐

き
）

魅
力
を
た
っ
ぷ
り
紹
介
！

在
校
生
や
卒
業
生
は
も
ち
ろ

ん
、
農
業
高
校
進
学
を
考
え

る
中
学
生
や
保
護
者
の
方
に

も
役
立
つ
情
報
が
満
載
。

定
価
１
６
０
０
円
（
税
抜

き
）泥

ん
こ

危
険
も

生

き

る

力

に

な
い
な
い
づ
く
し

の

里

山

学

校

岡
本
央

著

『
裸
と
泥
は
子
ど
も
た
ち

の
心
の
解
放
』
な
ど
、
独
自

の
哲
学
を
持
っ
て
作
ら
れ
た

里
山
学
校
。
遊
具
も
な
く
先

生
も
い
な
い
「
な
い
な
い
づ

く
し
」
の
環
境
で
、
た
き
火

や
泥
遊
び
を
通
し
て
生
き
る

力
を
育
む
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
写
真
中
心
に
紹
介
。

定
価
１
４
０
０
円
（
税
抜

農
業
高
校
へ

行

こ

う

！

全
国
農
業
高
等

学
校
長
協
会
監
修

地
元
農
産
物
を
使
っ
た
加

工
品
の
開
発
や
食
農
教
育
な

ど
、
全
国
各
地
の
農
業
高
校

の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
や

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
た
。

た
。
来
店
者
か
ら
は
「
み
ず

み
ず
し
く
て
お
い
し
い
」
な

ど
と
人
気
を

集
め
た
。

部
員
の
１

人
は
「
今
年

は
長
雨
な
ど

の
影
響
が
心

配

さ

れ

た

が
、
甘
み
が

あ
る
品
質
の

良
い
梨
が
で

き
た
。
秦
野

の
お
い
し
い

梨
を
ぜ
ひ
多

く
の
人
に
味


袋
（
１
袋
４
～
７
個
入

り
）
は
、
午
前
中
に
完
売
し

秦
野
市
園
芸
協
会
は
、
秦

野
産
の
果
樹
の
消
費
拡
大
に

向
け
、
じ
ば
さ
ん
ず
で
毎
年

「
フ
ル
ー
ツ
ま
つ
り
」
を
開

い
て
い
る
。
果
樹
部
会
の
部

員
ら
が
、
秦
野
産
の
梨
と
ブ

ド
ウ
の
試
食
販
売
、
栗
の
無

料
配
布
を
実
施
し
、
多
く
の

来
店
者
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
た
。

８
月

日
に
は
果
樹
部
会

梨
部
が
、
対
面
販
売
を
行

い
、
秦
野
産
の
梨
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。
部
員
ら
は
「
幸
水
」
を

生
産
者
ご
と
に
売
り
場
に
並

べ
、
来
店
者
に
試
食
を
促
し

な
が
ら
販
売
。
用
意
し
た
約


件
の
労
災
申
請
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
農
業
機
械
を

使
用
す
る
前
に
は
、
整
備
や

仕
業
点
検
を
必
ず
実
施
し
、

小
ま
め
に
休
息
を
取
る
な

ど
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

女
性
従
事
者
の
増
加
に
よ

り
、
農
作
業
中
の
傷
害
事
故

が
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
市
内
で
は
昨
年
、

間
中
は
、
来
所
者
に
注
意
を

呼
び
掛
け
る
た
め
、
本
所
と

各
支
所
に
農
作
業
安
全
標
語

を
記
載
し
た
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
現
在
、
農

作
業
事
故
撲
滅
に
向
け
、
秋

期
農
作
業
安
全
運
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
運
動
期
間
は


月

日
（
木
）
ま
で
。
期

確
認
し
な
が
ら
、
指
導
し
て

く
れ
る
の
は
あ
り
が
た
い
。

良
質
な
米
の
収
穫
に
向
け
、

教
わ
っ
た
こ
と
を
作
業
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

ら
、
水
田
の
水
を
深
く
張
っ

て
倒
伏
や
急
性
萎
凋
（
い
ち

ょ
う
）
を
防
い
だ
り
、
早
め

に
収
穫
し
た
り
す
る
な
ど
、

臨
機
応
変
に
作
業
を
進
め
る

こ
と
を
呼
び
掛
け
た
。

鶴
巻
の
澤
村
一
雄
さ
ん

は
「
現
地
で
稲
の
状
況
を

う
）
で
水
稲
の
収
穫
適
期
現

地
検
討
会
を
開
い
た
。
良
質

な
米
の
出
荷
量
を
増
や
し
、

農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
目
的
。
参
加
し
た

農
家

人
に
収
穫
の
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
を
指
導
し
た
。

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
、
収
穫
の
判
断
基
準

と
な
る
籾
（
も
み
）
の
黄
化

割
合
な
ど
を
説
明
。
台
風
が

多
い
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

適
期
収
穫

呼
び
掛
け

水
稲
の
現
地
検
討
会

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は
５
日
、
市

内
３
カ
所
の
圃
場
（
ほ
じ
ょ

産
者
が
減
少
し
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
部
員
同
士
で
連

携
し
、
品
質
の
高
い
小
菊
を

消
費
者
に
届
け
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。

病
害
虫
が
例
年
よ
り
多
く
発

生
し
た
り
、
８
～
９
日
に
か

け
て
通
過
し
た
台
風
に
よ
り

一
部
の
小
菊
に
傷
が
付
い
た

り
す
る
な
ど
、
生
産
者
に
と

っ
て
苦
労
が
続
い
た
。
そ
れ

で
も
、
消
費
者
に
花
持
ち
の

良
い
良
質
な
小
菊
を
届
け
よ

う
と
、
病
害
虫
の
防
除
や
肥

培
管
理
な
ど
を
徹
底
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
「
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
生

県
、
大
阪
府
の
市
場
な
ど
へ

出
荷
し
た
。

今
年
は
、
７
月
の
長
雨
で

小
菊
を
栽
培
。
彼
岸
に
合
わ

せ
て
、
ピ
ー
ク
時
に
は
約
２

万
本
を
小
田
原
市
や
静
岡

部
員
の
一
人
、
平
沢
の
加

藤
宗
雅
さ
ん
は
家
族
と
協
力

し
な
が
ら
、
約

㌃
の
畑
で

爪
の
跡
が
あ
る
か
確
認
し
ま

す
。
長
い
爪
の
跡
が
あ
れ
ば

「
ア
ナ
グ
マ
」
、
な
け
れ
ば

「
ハ
ク
ビ
シ
ン
」
で
す
。

▼
自
動
撮
影
カ
メ
ラ

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
は
、
熱

を
発
生
す
る
物
体
を
セ
ン
サ

ー
が
感
知
す
る
と
自
動
で
撮

影
を
行
い
ま
す
。

設
置
す
る
こ
と
で
、
動
物

の
種
類
、
時
間
、
行
動
を
映

像
（
静
止
画
、
動
画
）
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

被
害
の
多
い
夜
間
の
撮
影
も

可
能
で
す
。

足
跡
で
出
没
場
所
を
確
認

し
、
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ま
す
。
動
物
を
撮
影
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
動
物

の
種
類
を
特
定
で
き
ま
す
。

ま
た
、
電
気
柵
を
設
置
す
る

な
ど
の
対
策
を
し
た
後
の
動

物
の
行
動
を
撮
影
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

（
内
山
）

れ
て
い
る
足
跡
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
足
跡
は
動
物
の
種
類

に
よ
っ
て
特
徴
が
あ
る
の

で
、
特
定
す
る
目
安
に
な
り

ま
す
。
ま
ず
、
足
跡
の
指
の

数
を
数
え
ま
す
。
指
が
４
本

で
あ
れ
ば

「

タ

ヌ

キ
、
犬
、

猫

」

で

す
。
指
が

５
本
の
場

合
、
指
の

形
を
見
ま

す
。
細
長

い
指
で
あ

れ
ば
「
ア

ラ

イ

グ

マ

」

で

す
。
人
間

の
手
の
よ

う
な
跡
が

残

り

ま

す
。
指
が

丸
い
肉
球

で
あ
っ
た

場
合
は
、

今
回
は
、
被
害
を
も
た
ら

す
中
型
哺
乳
類
を
特
定
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
足
跡

農
地
お
よ
び
周
辺
に
残
さ

被
害
を
も
た
ら
す

動

物

の

特

定

野
生
動
物
が
田
畑
を
荒
ら

す
被
害
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
対
策
を
効
果
的
に
行

う
た
め
に
は
、
被
害
を
出
し

て
い
る
動
物
を
特
定
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

場
を
視
察
で
き

と
て
も
良

い
経
験
に
な
っ
た

学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
安
全･

安
心

な
農
産
物
を
消
費
者
に
提
供

し
て
い
き
た
い｣

と
話
し
た


農
薬
の
保
管
場
所
ま
で
の
経

路
を
分
離
し
て
、
交
差
汚
染

の
防
止
に
つ
な
げ
た
こ
と
な

ど
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
時
の
改
善
点

を
紹
介
し
た
。

部
員
ら
は
、
農
薬
や
肥
料

な
ど
を
管
理
す
る
倉
庫
と
衛

生
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
作

業
場
を
見
学
。
農
薬
や
肥
料

は
使
い
切
っ
て
管
理
し
や
す

い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
日
頃
の
業
務
で
工
夫
し

て
い
る
点
を
確
認
し
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

た
。小

林
允
部
長
は｢

Ｇ
Ａ
Ｐ

の
認
証
を
受
け
て
い
る
作
業

や
さ
い
部
会
露
地
部
の
部

員
ら

人
は

日
、
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ
（
日
本
版
農
業
生
産
工
程

管
理
）
の
認
証
を
受
け
て
い

る
開
成
町
の
㈱
な
ん
か
い
フ

ァ
ー
ム
を
視
察
し
た
。
Ｇ
Ａ

Ｐ
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、

よ
り
安
全
・
安
心
な
野
菜
作

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
狙
い

だ
。清

水
洋
代
表
取
締
役
社
長

が
、
農
産
物
を
運
ぶ
通
路
と

雄
・
郷
の
香
（
西
大
竹
）
▽

優
良
賞
＝
高
橋
仁
志
・
改
良

半
立
（
下
大
槻
）
諸
星
一
雄

・
郷
の
香
（
菖
蒲
）
▽
佳
良

賞
＝
山
口
明
・
郷
の
香
（
堀

山
下
）
諸
星
一
雄
・
改
良
半

立
（
菖
蒲
）
町
田
フ
ヂ
・
改

良
半
立
（
東
田
原
）
大
木
酉

男
・
郷
の
香
（
名
古
木
）

◇

果
樹
部
会
く
り
部
は
９

日
、
選
果
場
で
栗
果
実
品
評

会
を
開
い
た
。
審
査
の
結
果

は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
小
泉
一
雄

（
名
古
木
）
▽
優
良
賞
＝
小

泉
武
（
羽
根
）
草
柳
顕
一

（
菩
提
）

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

第

回
秦
野
市
落
花
生
立

毛
共
進
会
を
８
月

日
と
９

月
６
日
に
、
市
内
圃
場
（
ほ

じ
ょ
う
）
と
本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。
審
査

の
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
優
秀
賞
＝
清
水
正
夫
・

郷
の
香
（
鶴
巻
南
）
大
庭
和

会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て

▽
は
だ
の
じ
ば
さ
ん
ず
店

内
及
び
ト
イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て

金
の
対
応
に
伴
う
経
理
規
程

お
よ
び
仮
決
算
基
準
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

▽
健
康
情
報
等
の
取
扱
規

程
の
設
定
に
つ
い
て

▽
組
合
員
教
育
対
策
委
員

▽
２
０
１
９
年
度
上
半
期

事
業
報
告
に
つ
い
て

▽
特
例
業
務
負
担
金
引
当

９
月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

収穫や選別、箱詰めなどの

作業に汗を流し、丹精して

育てた小菊を県内外の市場

やじばさんずなどに出荷し

た。

小菊の生産量が県内トッ

プを誇る秦野市で９月中

旬、秋の彼岸に向けて収穫

がピークを迎えた。花き部

会露地部の部員らは連日、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の
は

月

日
（
木
）

～

日
（
木
）
、
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
関
連
の
資
材

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
農

薬
や
肥
料
、
マ
ル

チ
な
ど
を
特
別
価

格
で
販
売
し
ま
す

の
で
、
お
得
な
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

は
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

は
だ
の
ま
で
。
☎


－
７
７
１
９

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
農
家
を
応
援
し
ま
す

タマネギ栽培関連資材キャンペーン

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

近
道
は
今
も
木
の
橋
女
郎
花

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

野
を
巡
り
終
り
を
充
た
す
女
郎
花

吉
田

清
美
（
渋

沢
）

幾
度
も
母
の
「
か
し
こ
」
を
読
む
良
夜

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

女
郎
花
見
た
く
行
き
つ
く
森
の
カ
フ
ェ

志
賀

明
子
（
千

村
）

野
を
生
く
る
も
の
に
糧
あ
り
秋
野
菜

芦
川

松
江
（
八

沢
）

七
草
や
欠
く
ま
じ
き
も
の
女
郎
花

石
原

松
枝
（
渋

沢
）

女
郎
花
気
む
ず
か
し
さ
を
壺
に
活
け

志
田

恵
美
（
南
が
丘
）

幼
沖
や
掌
よ
り
跳
び
だ
す
ひ
き
が
え
る

柴
崎

和
子
（
渋

沢
）

ひ
か
え
め
の
青
空
な
り
し
厄
日
か
な

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

月
の
客
抱
え
持
つ
手
に
女
郎
花柳

川
み
ち
子
（
栄

町
）

は
は
の
忌
や
ど
の
窓
か
ら
も
ひ
ぐ
ら
し

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

脳
ト
レ
の
本
届
き
け
り
秋
の
風森

高

由
子
（
渋

沢
）

峠
路
を
横
に
富
士
見
る
お
み
な
え
し

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

電
話
受
け
兄
の
好
め
る
桃
買
い
て

命
永
ら
え
よ
と
急
ぎ
ぬ
吾
は

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

評

電
話
に
て
兄
の
状
況
を
知
ら
さ
れ
た
作
者

の
、
緊
迫
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
桃
を
買

っ
て
い
く
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
危
篤
で

は
な
い
と
は
思
う
が
…

鳥
害
と
酷
暑
を
耐
え
て
実
ら
せ
た
る

大
玉
ス
イ
カ
を
友
は
持
ち
来
ぬ細

田

富
士
（
千

村
）

台
風
の
先
駆
け
な
ら
ん
か
蕭
々
と

降
り
継
ぐ
雨
を
真
夜
に
聞
き
お
り

八
木

実
（
鶴
巻
北
）

梅
雨
晴
れ
間
み
ん
な
で
千
葉
へ
バ
ス
旅
行

土
産
は
銘
品
枇
杷
ゼ
リ
ー
な
り伊

東

久
（
渋

沢
）

共
有
の
土
地
を
使
用
の
話
な
く

建
物
作
る
役
員
の
あ
り

峰

孝
子
（
千

村
）

お
手
お
座
り
伏
せ
特
訓
の
子
犬

曾
孫
の
ひ
と
時
の
至
福
ヨ
ー
ク
シ
ャ
テ
リ
ア
は

今
井

か
め
（
羽

根
）

旅
順
港
よ
り
の
霧
に
濡
れ
つ
つ
槐
咲
く

妻
生
れ
し
町
な
り
し
ば
し
も
と
ほ
る

選
者

税務相談日 月日（木）
午前９時分～

法務相談日 月日（金）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

結婚相談日

月日（木）

時間 午前９時～正午

場所 本所農業団地センター

１階

お問い合わせ

組織教育課☎－7714

■材料（４人分）■

インゲン300㌘、ナス

５本、カボチャ１／４

個、Ａ（砂糖大さじ２

と１／２、しょうゆ３

／４カップ、酢１／２

カップ、酒１／４カッ

プ）、赤トウガラシ適

量

〈作り方〉

①インゲンは筋を取り、長い物は半分に切る。

②ナスは乱切りにして水に浸し、あくを抜く。

③カボチャは一口大に切る。

④赤トウガラシは種を取り、小口切りにする。

⑤Ａを鍋に入れて熱し、煮立ったら火を止めて

冷ます。

⑥①～③の水分を拭き取り、油で揚げる。

⑦⑥の野菜と赤トウガラシをＡに漬ける。とき

どき混ぜ合わせて、味がなじんだら完成。

〈ひとことアドバイス〉

赤トウガラシの量は、お好みで調整してくだ

さい。野菜のビタミンや食物繊維をたっぷり取

ることができるので、生活習慣病の予防にぴっ

たりです。

秋野菜の南蛮漬け秋野菜の南蛮漬け
本町支部 渡辺

わ た な べ

冨美子
ふ み こ

農
作
業
事
故
な
く
そ
う

10
月
31
日
ま
で
秋
期
安
全
運
動

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
知
識
習
得
へ

や
さ
い
部
会
露
地
部
が
視
察
研
修
会

じ
ば
さ
ん
ず
で
フ
ル
ー
ツ
ま
つ
り
秦
野
産
の

果
実
Ｐ
Ｒ

彼
岸
向
け
小
菊
収
穫

彼
岸
向
け
小
菊
収
穫

県内外の市場やじばさんずへ

長
雨
台
風
に
も
負
け
ず

小菊の収穫に励む加藤さん

清
水
社
長
㊧
か
ら
説
明
を
受

け
る
部
員

収穫の適期を学ぶ組合員

部
員
が
秦
野
産
の
梨
を
Ｐ
Ｒ

農
作
業
安
全
標
語
を
記
載
し
た
看
板
（
本
所
）

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 営　農（） 年(令和元年)月日(木曜日) 年(令和元年)月日(木曜日) （）
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お
問
い
合
わ
せ
は
秦
野
市

環
境
産
業
部
生
活
環
境
課
ま

で
。
☎

－
６
０
３
７

農
用
地
で
の
屋
外
広

告
物
の
設
置
に
つ
い
て

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物

の
設
置
は
、
秦
野
市
屋
外
広

告
物
条
例
に
基
づ
き
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
内
農
業
振

興
地
域
の
農
用
地
は
、
屋
外

広
告
物
を
設
置
で
き
な
い

「
禁
止
地
域
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、
そ
の
土
地
で
直
売

を
す
る
場
合
な
ど
、
看
板
の

規
模
に
よ
っ
て
設
置
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
秦
野
市

都
市
部
建
築
指
導
課
建
築
審

査
担
当
ま
で
。
☎

－
０
８

８
３

な
い
よ
う
に
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
少
量
ず
つ
焼
却
し
、
風
向

き
、
時
間
帯
な
ど
の
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
生

活
ご
み
や
剪
定
（
せ
ん
て

い
）
枝
な
ど
は
、
市
の
収
集

日
に
出
す
な
ど
、
決
め
ら
れ

た
方
法
で
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。住

宅
地
に
隣
接
す
る
土
地

な
ど
で
の
農
薬
使
用
は｢

農

林
水
産
省･

消
費
安
全
局
長


環
境
省
水･

大
気
環
境
局
長

通
知｣

で
使
用
者
の
遵
守
事

項
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す


や
む
を
得
ず
使
用
す
る
場

合
は
飛
散･

臭
気
な
ど
に
よ

り
周
囲
の
生
活
環
境
に
影
響

が
な
い
よ
う
に

事
前
に
周

辺
の
方
に
お
知
ら
せ
す
る
ほ

か
風
向
き･

時
間
帯
な
ど
の

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す


給
、
社
会
保
険
加
入
（
週
４

日
以
上
勤
務
の
方
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｊ
Ａ

は
だ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ま

で
。
☎

－
７
２
１
０

野
焼
き
と
農
薬

使
用
に
つ
い
て

屋
外
で
の
焼
却
（
野
焼

き
）
は
、
「
神
奈
川
県
生
活

環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
」
で
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
林
業
者
に
つ
い
て

は
、
自
己
の
農
業
・
林
業
の

作
業
に
伴
っ
て
行
う
焼
却
で

軽
微
な
も
の
に
限
り
例
外
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
農
地
な
ど
で

野
焼
き
を
行
う
際
は
、
マ
ル

チ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

取
り
除
き
、
煙
な
ど
に
よ
る

周
囲
の
生
活
環
境
に
影
響
が

※
採
用
３
カ
月
ま
で
は
時

給
１
０
０
０
円

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
６
時

※
時
間
・
勤
務
日
は
応
相

談
◎
待
遇

制
服
貸
与
、
交

通
費
規
定
支
給

◇
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◎
資
格

要
普
通
免
許
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

方
。
実
務
経
験
の
あ
る
方
・

介
護
保
険
認
定
調
査
が
で
き

る
方
歓
迎

◎
時
給

１
５
０
０
円

◎
時
間

午
前
８
時

分

～
午
後
５
時
（
休
憩
１
時

間
）◎

勤
務

週
３
日
以
上

（
月
に
１
回
土
曜
出
勤
有

り
、
日
曜
・
祝
日
は
休
み
）

◎
待
遇

交
通
費
規
定
支

通
勤
可
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
じ
ば

さ
ん
ず
ま
で
。
☎

－
７
７

０
７ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
募
集

Ｊ
Ａ
は
だ
の
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
年
齢
不
問
。

働
き
や
す
い
職
場
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

◎
業
務
内
容

訪
問
介
護

◎
資
格

介
護
職
員
の
初

任
者
研
修
修
了
者
（
旧
ヘ
ル

パ
ー
２
級
以
上
）
、
要
普
通

免
許◎

時
給

１
２
１
０
円

（
土
日
祝
日
の
加
給
有
り
）

み
）
と
な
り
ま
す
。

お
問

い
合
わ
せ
は
各
支
所
・
支
店

ま
た
は
融
資
課
ま
で
☎

－

７
７
１
３

じ

ば

さ

ん

ず

パ
ー
ト
職
員
募
集

じ
ば
さ
ん
ず
の
パ
ー
ト
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
働

き
や
す
い
職
場
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。◎

業
務
内
容

レ
ジ
お
よ

び
品
出
し
な
ど

◎
時
給

１
０
１
５
円
※

上
記
の
時
給
は
９
月
末
ま
で

（
学
生
１
０
０
５
円
）

◎
時
間

午
前
８
時
～
午

後
７
時

※
時
間
内
で
シ
フ

ト
制◎

待
遇

社
会
保
険
完
備

・
交
通
費
規
定
支
給
・
車
両

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◎
日
時


月

日(

水)

午
前

時
～
午
後
４
時

◎
場
所

本
所
農
業
団
地

セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
実
習

室
◎
内
容

午
前
は
、
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

よ
る
講
義
・
実
演
。
午
後

は
、
個
別
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
福

祉
課
ま
で
。
☎

－
７
６
６

１
住
宅
ロ
ー
ン
の
一
部

繰
り
上
げ
返
済
手
数
料

の
有
料
化
に
つ
い
て

窓
口
で
の
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー

ン
の
一
部
繰
り
上
げ
返
済
手

数
料
が
５
５
０
０
円
（
税
込

づ
き
、
上
記
の
土
地
に
つ
い

て
秦
野
市
よ
り
生
産
緑
地
の

あ
っ
せ
ん
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。農

業
に
従
事
し
て
い
る
方

で
、
生
産
緑
地
と
し
て
取
得

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
秦
野

市
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
計
画

課
都
市
計
画
担
当
へ
ご
連
絡

を
。
☎

－
９
６
４
３

加
工
品
相
談
会
を
開
催

農
産
加
工
品
を
テ
ー
マ
に

し
た
相
談
会
で
す
。
ど
な
た

生
産
緑
地
地
区
の
取
得

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

生
産
緑
地
法
第

条
に
基

り
の
み
の
検
査
日
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
庭
先
集
荷
を
希
望

す
る
方
は
、
３
営
業
日
前
ま

で
に
各
支
所
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
集
荷
運
賃
は
１
袋

（

㌔
）
当
た
り

円
で
、

口
座
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
営
農
課

ま
で
。
☎

－
７
７
１
８

２
０
１
９
年
度
米
穀
の

検
査
集
荷
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
度
米
穀
の
検

査
集
荷
を
左
表
の
通
り
実
施

し
ま
す
。
持
ち
帰
り
検
査
を

希
望
す
る
方
は
、
◎
印
の
検

査
日
（
計
４
回
）
に
お
願
い

し
ま
す
。
指
定
日
以
外
は
実

施
し
ま
せ
ん
。
大
根
地
区
以

外
の
地
区
の
方
は
、
持
ち
帰

ッ
ク
に
分
か
れ
て
試
合
。
メ

ン
バ
ー
同
士
で
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
、
相
手
チ
ー
ム
の

ボ
ー
ル
を
受
け
た
り
パ
ス
を

回
し
た
り
し
た
。
休
憩
時
間

な
ど
に
は
他
Ｊ
Ａ
の
参
加
者

と
も
会
話
を
弾
ま
せ
、
親
睦

を
深
め
た
。

会
」
に
参
加
し
た
。
南
・
西

・
上
の
３
チ
ー
ム
が
代
表
と

し
て
出
場
し
、
他
Ｊ
Ａ
の
参

加
者
と
交
流
し
た
。

親
睦
会
は
は
だ
の
い
せ

は
ら

あ
つ
ぎ

湘
南

県
央

愛
川
の
五
つ
の
Ｊ
Ａ
の
女
性

組
織
が

親
睦
を
深
め
な
が

ら
健
康
増
進
を
図
ろ
う
と


毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の


今
年
は
各
Ｊ
Ａ
か
ら

チ
ー

ム
１
０
４
人
が
出
場
し
た


参
加
者
は
、
三
つ
の
ブ
ロ

女
性
部
は
５
日
、
秦
野
市

総
合
体
育
館
で
開
か
れ
た

「
平
塚
・
厚
木
地
区
５
Ｊ
Ａ

ボ
ル
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
親
睦

な
ど
の
作
り
方
を
指
導
し

た
。

や
、
断
面
が
バ
ラ
の
花
の
模

様
に
見
え
る
「
バ
ラ
ず
し
」

参
加
者
が
料
理
を
し
て
い
る

間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子
ど

も
の
世
話
を
す
る
こ
と
で
、

未
就
学
児
が
い
る
家
庭
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
る
。

５
日
に
は
北
公
民
館
で
、

市
立
北
幼
稚
園
の
参
加
者


人
に
手
打
ち
そ
ば
を
指
導
。


日
に
は
本
町
公
民
館
で
、

市
立
す
え
ひ
ろ
こ
ど
も
園
の

参
加
者

人
に
太
巻
き
ず
し

の
作
り
方
を
教
え
た
。
部
員

は
、
そ
ば
の
生
地
を
こ
ね
た

り
伸
ば
し
た
り
す
る
こ
つ

類
を
用
意
。
完
成
し
た
料
理

を
味
わ
い
な
が
ら
、
か
つ
て

栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
葉
タ
バ

コ
の
後
継
作
物
と
し
て
ソ
バ

が
栽
培
さ
れ
て
き
た
こ
と
な

ど
、
地
域
の
農
業
の
歴
史
も

伝
え
て
い
る
。

多
く
の
保
護
者
に
参
加
し

て
も
ら
う
た
め
、
３
年
前
か

ら
は
同
部
の
有
志
が
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
。

催
。
昨
年
は
合
計
２
４
３
人

が
参
加
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は

手
打
ち
そ
ば
・
太
巻
き
ず
し

・
蒸
し
ま
ん
じ
ゅ
う
の
３
種

同
教
室
は
、
市
内
に

園

あ
る
全
て
の
市
立
幼
稚
園
・

こ
ど
も
園
の
園
児
の
保
護
者

を
対
象
に
、

年
前
か
ら
開

南支部

ヘ
チ
マ
化
粧
水
作

り
南
支
部
の
部
員


人
は
９
日
、
南
支
所

で
ヘ
チ
マ
水
の
化
粧
水
を
作

っ
た
。
部
員
が
持
ち
寄
っ
た

ヘ
チ
マ
水
か
ら
、
３
０
０
本

（
１
本
２
５
０
㍉
㍑
入
り
）

の
化
粧
水
を
完
成
さ
せ
た
。

ヘ
チ
マ
水
は
、
部
員
が
苗

か
ら
育
て
た
ヘ
チ
マ
の
茎
を

切
っ
て
採
取
し
た
も
の
。
部

員
は
、
ヘ
チ
マ
水
を
ろ
過
し

て
不
純
物
を
取
り
除
い
た

後
、
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
を
混

ぜ
て
化
粧
水
を
作
り
、
専
用

の
容
器
に
入
れ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
を
貼
っ

た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

東支部

防
災
学
習
会

東
支
部
は


日
、
東
支
所
で
防

災
学
習
会
を
開
い

た
。
部
員

人
が
、
市
の
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
、
災

害
時
で
も
で
き
る
米
の
炊
き

方
な
ど
を
学
ん
だ
。

参
加
者
は
、
電
気
や
水

道
、
ガ
ス
が
止
ま
っ
た
状
況

を
想
定
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

使
っ
て
米
を
炊
く
方
法
を
実

践
。
そ
の
他
、
家
庭
用
ト
イ

レ
の
使
い
方
な
ど
も
学
習
し

た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

た
。
オ
ム
レ
ツ
に
ト
マ
ト
ケ

チ
ャ
ッ
プ
を
添
え
た
り
、
ピ

ザ
ト
ー
ス
ト
に
し
た
り
し
て

味
わ
っ
た
。


人
が
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ
な
ど
の
作
り
方
を
学
ん

だ
。部

員
は
、
伊
勢
原
市
で
ト

マ
ト
を
栽
培
す
る
Ｊ
Ａ
い
せ

は
ら
の
女
性
部
員
か
ら
、
作

り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
調

理
。
ト
マ
ト
約

㌔
を
使

い
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
を
手
作
り
し

北支部

料
理
教
室

北
支
部
は
８
月


日
、
本
所
で
料
理
教

室
を
開
い
た
。
部
員

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

図
書
室
の
ご
案
内

本
所
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

３
階
の
図
書
室
に
は
農
業
を

は
じ
め
、
料
理
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
、
健
康
な
ど
、
生
活
に

役
立
つ
本
が
５
０
０
０
冊
以

上
並
ん
で
い
ま
す
。
家
の
光

協
会
出
版
の
新
刊
図
書
の
閲

覧
も
で
き
ま
す


◎
貸
出
日
数
・
冊
数

２

週
間
、
１
人
３
冊
ま
で

◎
開
室
日

月
～
金
曜

（
祝
日
を
除
く
）

◎
開
室
時
間

午
前
８
時


分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◎
貸
し
出
し
・
返
却

図

書
室
に
あ
る
専
用
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
す
る
だ
け

の
簡
単
な
手
続
き
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
組
織
教

育
課
ま
で
。
☎

－
７
７
１

４

帯
や
マ
ス
ク
の
代
わ
り
と
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
、
同
協
会
の
職
員

が
「
も
し
も
の
と
き
の
防
災

術
」
と
題
し
て
講
話
。
停
電

時
に
冷
蔵
庫
の
冷
気
を
な
る

べ
く
逃
さ
な
い
方
法
な
ど
、

『
家
の
光
』
に
掲
載
さ
れ
た

記
事
を
も
と
に
、
災
害
時
に

役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を

伝
え
た
。

参
加
者
は
「
防
災
ア
イ
デ

ア
集
と
し
て
も
手
拭
い
と
し

て
も
役
立
つ
、
便
利
な
バ
ッ

グ
が
作
れ
て
良
か
っ
た
。
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
防
災

対
策
を
進
め
た
い
」
と
話
し

た
。

ど
、
災
害
時
に
役
立
つ
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
印
刷
さ

れ
て
い
る
。
バ
ッ
グ
は
衛
生

用
品
な
ど
を
入
れ
て
非
常
時

の
持
ち
出
し
用
に
で
き
る

他
、
縫
い
糸
を
ほ
ど
い
て
包

や
、
ツ
ナ
缶
の
空
き
缶
を
ラ

ン
プ
と
し
て
使
う
方
法
な

女
性
部
は

日
、
本
所
で

『
家
の
光
』
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
を
開
い
た
。
部
員


人
が
参
加
。
『
家
の
光
』
９

月
号
の
「
防
災
手
拭
い
で
作

る
ミ
ニ
バ
ッ
グ
」
の
記
事
を

活
用
し
て
、
手
提
げ
袋
と
ふ

た
付
き
ポ
ケ
ッ
ト
ポ
ー
チ
を

作
っ
た
。

参
加
者
は
、
家
の
光
協
会

が
制
作
す
る
「
防
災
手
拭

い
」
を
使
っ
て
、
バ
ッ
グ
を

手
作
り
。
手
拭
い
に
は
、
新

聞
紙
ス
リ
ッ
パ
の
作
り
方

女
性
部
は
、
地
域
の
食
文
化
を
若
い
世
代
に
伝
え
よ

う
と
、
「
ふ
る
さ
と
料
理
教
室
」
を
開
い
て
い
る
。
市

内
の
幼
稚
園
や
こ
ど
も
園
に
通
う
園
児
の
保
護
者
に
、

郷
土
食
の
作
り
方
を
指
導
。
同
部
の
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
協
力
し
て
保
護
者
が
参
加
し
や
す
い
体
制
を
整
備

し
、
世
代
を
超
え
た
交
流
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

｢

あ
ら

そ
の
服
す
て
き
ね｣｢

そ
う

こ
れ
は
母
の

形
見
の
着
物
を
リ
メ
イ
ク
し
た
の
よ｣｢

ぜ
ひ

私
も

作
っ
て
み
た
い
な｣

と
、
洋
裁
の
得
意
な
部
員
と
の

会
話
の
中
で
、
ス
タ
ー
ト
し
た
私
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
。
早
い
も
の
で
結
成
９
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

た
ん
す
の
中
で
眠
っ
て
い
た
着
物
や
洋
服
、
捨
て

よ
う
と
思
っ
て
い
た
子
供
服
。
少
し
手
を
加
え
る
だ

け
で
、
か
わ
い
い
ポ
ー
チ
や
バ
ッ
グ
に
し
、
昔
の
こ

と
を
思
い
出
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
も
最
初
は


人
足
ら
ず
で
し
た

が
、
今
で
は

人
近
く

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
文
化

交
流
会
や
農
業
ま
つ
り

な
ど
の
展
示
に
向
け

て
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

｢

リ
メ
イ
ク･

チ
ャ
コ｣

代
表

和
田

わ

だ

さ
か
え
さ

ん

２日（水） ９：00～第回女性部運動会(雨天３日)
４日（金） ９：00～農業まつり運営委員会

〃 13：00～本部役員会
７日（月） 13：30～第３回女性部ポイントカードプ

ロジェクト会議
８日（火） 14：00～料理サポーター運営委員会
10日（木） ９：30～支部役員会（大根）

〃 13：30～支部役員会（東・西）
11日（金） ９：30～支部役員会（本町・南）

〃 13：30～支部役員会（北・上）
16日（水） ６：30～女性部企画旅行（17日まで）
19日（土） ６：30～栃木県ＪＡはが野女性会との交

流会
21日（月） ９：30～東支所「お茶飲み交流会」
23日（水） ９：30～本町支所「お茶飲み交流会」

〃 ９：30～北支部「北地区近隣の資源ごみ
処理施設見学」

24日（木） ９：30～ふるさと料理教室（西幼稚園）
28日（月） 10：00～家の光クッキングフェスタ
29日（火） ９：30～ふるさと料理教室（ほりかわ幼

稚園）
31日（木） ９：30～ふるさと料理教室（つるまきこ

ども園）
〃 13：00～神奈川県農協女性組織協議会女

性部長・事務局合同会議

月の女性部行事予定表月の女性部行事予定表

生産品目
年間を通じて

露地野菜を中心

に約品目

今はネギやオクラなどを出

荷しています。国際基準の農

業生産工程管理「ＡＳＩＡＧ

ＡＰ」の認証を継続して受

け、安全・安心で、「おいし

い」と言ってもらえるような

野菜の出荷に努めています。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

菩提の 伊藤
い と う

隆弘
た か ひ ろ



【月のイベント】

☆「国産豚の加工品｣１日(火)

日（土）

㈱フリーデンが国産豚を使用

した加工品を販売します。

☆「豆腐の日」２日（水）

一部商品を店頭価格から割り

引きして販売します。

☆「ユースマルシェ」５日(土)

青年部員が大豆を使った加工

品などを対面販売します。

☆「果物フェア」６日(日)

日(日)

秦野産や産地間提携を結ぶＪ

Ａの旬の果物を多数ご用意し

ます。

☆「十三夜」日(金)

農家のお母さんが真心込めて

作ったまんじゅうや団子を販

売します。

☆「新米まつり」日(土)

日(日)日(月)

秦野産「はるみ」の新米など

を販売します。当日は楽しい

ゲームもご用意します。

☆「さつまいもの日」日(日)

店外の特設スペースで、秦野

産のサツマイモを販売しま

す試食もご用意しますので

ぜひ食べ比べてみてくださ

い。

☆「乾物商品集合」日（日）

乾物をはじめとした珍味の数

々をご用意。セット購入がお

得ですよ。

☆「キノコの日」日（火）

秦野産や他産地産のキノコの

うち、一部商品を店頭価格か

ら割り引きして販売します。

キノコを使ったレシピもご紹

介します。

☆「お茶フェア」日(土)

日(日)

あっさりとしてまろやかな味

の秋摘新茶を生産者が試飲販

売します。

☆「ハロウィーン」日（木）

ハロウィーンカボチャやお菓

子などをご用意します。

☆「めんそーれ！沖縄フェア」

１日(火)～日(木)

産地間提携先ファーマーズマ

ーケットから仕入れた定番の

人気商品や新商品など、さま

ざまな商品をご用意します。

☆｢たまごの日｣毎週月金曜日

店頭価格から％引き。「み

くるべたまご」は除く。

☆「試食の日」毎週火曜日

旬の野菜を使ったお手軽料理

をご紹介します。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日

店頭価格から５％引き。

◎月８日（火)は定休日です

※準備の都合上、イベントが

変更になることがあります。

ご了承ください。

場所

千村四丁目178番１

千村四丁目178番

千村四丁目183番１

地目

畑

畑

畑

面積(平方㍍)

1008



1461

５ＪＡがスポーツで交流
ボルケットボールの試合に汗

相手コートにボールを投げる部員トマトを煮詰めてケチャップ作り

ヘチマ水をろ過する部員

郷土の味と伝統伝える郷土の味と伝統伝える
手打ちそば 太巻きずし 蒸しまんじゅう

ふ
る
さ
と
料
理
教
室
で
交
流

非
常
時
の
防
災
術
学
ぶ


家
の
光

活
用
し
バ
ッ
グ
作
り

「防災手拭い」でミニバッグを制作

太巻きずしの作り方を教える部員㊧

検査予定日

月１日（火）◎

月３日（木）◎

月８日（火）

月日（木）

月日（火）

月日（木）◎

月日（木）

月日（火）

月７日（木）

検査場所

大根支所

大根支所

本所

大根支所

大根支所

本所

大根支所

大根支所

本所

該当地区

大根

大根

大根以外 全支所

大根

大根

全地域持ち帰り検査

大根

大根

大根以外 全支所

災害時の米の炊き方を
学習

（） 年(令和元年)月日(木曜日) 年(令和元年)月日(木曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の



印刷所 ㈱ＪＡ情報サービス

２０１９年（令和元年）９月２６日（木曜日） 第９４７号JAはだの　秋の座談会特集号 ２０１９年（令和元年）９月２６日（木曜日） JAはだの　秋の座談会特集号（1） （4）（http://ja-hadano.or.jp/） 第９４７号

●

夏まつりで女性部がオリジナル浴
衣をお披露目。「やえのちゃん音
頭」を踊り、同部の活動をＰＲしま
した＝写真。

●

生産組合長視察研修会を開催
し、各地区の生産組合長ら72
人が参加。埼玉県鶴ヶ島市で農
業交流センターを視察した他、
栃木県日光市で二宮尊徳記念館などを訪れました。

●

創立記念式に組合員と役職員ら１１３人が出席。これまでの歩みを確認すると
ともに、今後の発展を誓い合いました。

5 月 May8 月 August

●

地場産農産物の新たな販売先と
して、イオン秦野店に設置された
地場産専用コーナーに農産物を
供給。ＰＲイベントでは生産者が
来店者に地産地消を呼び掛けま
した＝写真。

●

水稲の苗を食害するスクミリンゴ
ガイ（ジャンボタニシ）の駆除作
業に、役職員がボランティアとして参加しました。

●

農政対策委員会が、秦野市に２０２０年度農林業施策・予算要望書を提出。
５項目43件の施策と、19項目25件の予算を要請しました。

4 月 April7 月 July

●

はだの都市農業支援センターが
地元農家らと連携し、鳥獣被害
対策を強化。南地区の小原町で
は集落環境調査を行い、野生鳥
獣の被害状況の把握と対策を検
討しました＝写真。県立秦野戸
川公園周辺では「秦野市鳥獣
被害対策実施隊」と連携して、
銃器駆除等事前調査を行いました。

●

女性部が取り組む「自給率向上！大豆プロジェクト」が活動開始から10年目を
迎え、部員71人が14㌃の畑に大豆の種をまきました。

3 月 March6 月 June

●

次世代を担う子どもたちを対象に
「ちゃぐりんスクール」を開校。落
花生の種まき・収穫や、酪農体
験などのカリキュラムを通して、食と
農の大切さを伝えました＝写真。

●

２０１９年度の協同組合講座がス
タート。協同組合運動の地域リー
ダーとなるため、組合員基礎講座、
組合員講座、専修講座合わせて１１１人が受講しています。

●

第５６回通常総会を秦野市文化会館大ホールで開催し、９議案を可決。組
合員２，２８２人が出席しました。

●

ＴＡＣ（地域農業の担い手に出向
くＪＡ担当者）が秦野産小麦の販
路拡大に取り組み、横浜市西区
にあるホテル「横浜ベイシェラトン  
ホテル＆タワーズ」内のペスト
リーショップ「ドーレ」と横浜市中
区に本店がある大手ベーカリー「Ｐ
ＯＭＰＡＤＯＵＲ（ポンパドウル）」
で、秦野産小麦を使用したパンが販売されました＝写真。

●

春の座談会を市内83会場で開き、組合員１，２３３人が出席。６８２件の意見・
要望が寄せられました。

●

生活協同組合パルシステム神奈川
ゆめコープと「事業連携を通じた地
域振興・地域貢献に関する包括協
定」を締結。生活購買品の宅配事
業で協業を開始しました＝写真。

●

振興作物に位置付けているエゴ
マを加工した「はだの生搾りえご
ま油」をじばさんずで販売。集荷
した１０２㌔のエゴマから、２８３本のえごま油を完成させました。

●

第17回じばさんず元気いっぱい生産者大会を開催。出荷者ら１１４人が出席し、
地域農業のさらなる活性化に向けて一丸となって取り組むことを誓い合いました。

　組合員の皆さまの意見や要望をＪＡ運営に反映し、組合員の参加による協同組合運動を
進めるため、秋の座談会を９月３０日（月）から１０月１０日（木）まで市内８２会場で開きます。
　２０１９年度の上半期事業報告や、地域の実態に沿った情報などについて話し合います。
　また、日頃ＪＡについて疑問に思っていることや、ご意見・ご要望をぜひお聞かせください。
組合員の皆さまのご出席をお願いいたします。

　組合員の皆さまの意見や要望をＪＡ運営に反映し、組合員の参加による協同組合運動を
進めるため、秋の座談会を９月３０日（月）から１０月１０日（木）まで市内８２会場で開きます。
　２０１９年度の上半期事業報告や、地域の実態に沿った情報などについて話し合います。
　また、日頃ＪＡについて疑問に思っていることや、ご意見・ご要望をぜひお聞かせください。
組合員の皆さまのご出席をお願いいたします。

秋の座談会にご出席ください
９月３０日（月）▶１０月１０日（木）

市内
８２会場で
開催 発行責任者

組合員の声を生かし
共に歩むＪＡへ

２０１９年５月末に、政府
の規制改革推進会議が定
めた５年間の「農協改革集
中推進期間」が終了しまし
た。
同会議は６月に安倍首

相に提出した「規制改革推
進に関する第５次答申」で、
自己改革の一定の進捗（し
んちょく）を評価しつつ、「農
業者所得の向上、一層の
資材価格の引き下げ、信用
事業の健全な持続性など
について課題が残されてい
る」として「農協改革集中推
進期間の終了後も、自己改
革の実施状況を把握した
上で、引き続き自己改革の
取組を促す」としました。こ
の答申を受け、政府が閣議
決定した「規制改革実施計
画」でも同様に記載されまし
た。

「
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
」が
終
了

２０１６年４月に施行した
改正農協法附則では、施
行後５年（２０２１年）をめど
に「改革の実施状況を勘案
して制度の見直しを検討し、
必要に応じて措置を講ず
る」「准組合員の利用事業
に関する規制の在り方に係
る調査を行い、検討を加え
て結論を得る」と規定されて
います。
江藤拓農林水産大臣は

「准組合員の事業利用に
関する規制の在り方につい
て、『組合員判断に基づくも
のとする』とした与党決議を
踏まえていく」と発言してい
て、自民党などの与党も「准
組合員の事業利用規制の
在り方については、農協組
合員の判断に基づくものと
する」と明記しています。今
後は、農水省が継続してい
る各種調査結果に基づき、
検討が進められることになり
ます。

准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
を
検
討

２０１８年11月に開催した
第71回神奈川県農協大
会決議では、２０１９年度か
らの３か年を“自己改革の２
サイクル目”と捉え、営農経
済改革や対話活動などを
「当たり前の取り組み」とし
て継続しながら、改革の意
識を組合員・役職員に深く
浸透させていく期間としてい
ます。JAはだのでは、農業と
地域に欠かせない存在であ
り続けることを目指し、今後
も引き続き組合員のための
自己改革を着実に実践して
いきます。

〝
自
己
改
革
の
２
サ
イ
ク
ル
目
〞へ
の
取
り
組
み

地域農業振興の応援団
准組合員の役割

組合員のための自己改革を継続

～正組合員の営農を支えるパートナー・准組合員～

平成26年度
（2014年度）

平成27年度
（2015年度）

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

平成31年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

農協改革・JA自己改革
5年後検討条項留意、自己改革2サイクル目

農
協
法
改
正
？

国
会
審
議

与
党
協
議

規
制
改
革
答
申

参
議
院
選
挙

政府「農協改革集中推進期間」
（2019年5月まで）

政府「農協改革の実施状況等の調査、検討・結論」

●

准
組
合
員
事
業
利
用
規
制
の

 

在
り
方

●

正
組
合
員
資
格
厳
格
化
？

認定農業者やJAへのアンケート

正・准組合員事業利用量調査

行政庁と総合農協の対話

「改革の実践」

現行対策としての自己改革
JA自己改革

「改革の継続」
JA自己改革2サイクル目

3年間の総括（組合員からの評価含む）→組合員へのフィードバック

「自己改革に係る対話運動」「准組合員とJA・農業のつながり強化」

情勢 

農業協同組合の組合員として、農
業の果たす役割や食の安全・安
心について関心を持ちましょう。

1

協同組合講座などを受講し、協同
組合について積極的に学びましょ
う。

2

地域農業の振興のため「ＪＡはだ
のみんなで地産地消運動」を実践
しましょう。

3

支所・支店を拠点とした地域に根
差した協同活動やＪＡの行事に参
加しましょう。

4

「ＪＡはだの農業応援定期貯金」な
ど農業を支援するＪＡの事業を利
用しましょう。

5

正組合員・准組合員
一体となって農業振興を



2019年度上半期の状況 JAはだののすがた ●2019年8月31日現在
●（　）内は前年同期実績

●数字は単位未満切り捨て
　この特集号での数値は速報値です。

２０１９年（令和元年）９月２６日（木曜日）（3） （2）第９４７号J A は だ の 　 秋 の 座 談 会 特 集 号

2 資本の状況

3 組織活動
教育広報の充実

1 みんなの仲間6 健康と福祉の取り組み

7 生産資材や生活物資の
安定供給

8 くらしのための
共同施設

9 便利で安心
JAバンク

10 農業・生活・事業資金
などの融資

11 万一に備えての共済

12 活動のみのり

13 ㈱協同コンサルト
はだの

4 営農事業の取り組み

5 安全・安心な
農産物の供給

●映画「二宮金次郎」の上映会を開催して
協同組合活動への理解を促進

　
●次世代を担う小学生に食と農の大切さ
を伝える「夏休み子ども村」を実施
　
●改正生産緑地法に関する研修会を開催
　
●インスタグラムで情報を発信

●営農指導の充実
●営農指導員の計画的な育成と資質維持・向上
●ＴＡＣ活動を通じた有用な情報提供
●地域の特性に合った振興作物の普及と生
産指導
●地元大型量販店に設置された地場産コー
ナーに農産物を供給
●土壌診断の受診を呼び掛け、コスト管理に
基づいた効率的な施肥を指導

●はだの都市農業支援センターの取り組み

（14,508人）

（2,975人）

組合員数

正組合員数

14,484人
2,868人
11,616人（11,533人）准組合員数

内
　
訳

12,039戸（11,931戸）
2，286戸（2,322戸）

組合員戸数

正組合員戸数

1,216人来場者人数

157人参加者人数

139人参加者人数

20回配信回数

140件土壌診断数

9，753戸（9,609戸）准組合員戸数

内
　
訳

160億8千万円（152億8千万円）
（17億7千万円）

資本の合計

出資金 17億3千万円
143億円（135億円）準備金・

積立金他

内
　
訳

16．53％
単体自己資本比率

※資本は、貸借対照表の「純資産」のことです。

（国の基準４％以上、
 ＪＡバンク自主基準８％以上）

（２０１9年２月２８日現在）

●「はだのじばさんず」を中心とした
   新鮮で安全・安心な農産物の供給
●専任職員を配置して買取販売や販路
　拡大への取り組みを強化

26万人（２6万人）
1，454人（１,470人）１日当たりの

利用者数

4億7千万円（４億7千万円）
262万円（２68万円）１日当たりの

取扱金額

利用者総数

取扱高

9億9千万円（１1億1千万円）
全体の取扱高

「はだのじばさんず」の利用状況

●「JA健康寿命100歳プロジェクト」
　の展開
●高齢者のスポーツ大会を開催
●子育て支援「ままメートクラブ」を開催
●農産加工セミナーおよび加工相談会を
　毎月開催

329人（325人）

▲

人間ドック

▲

乳がん・子宮がん検診

▲

長寿記念品の贈呈

４2人 （47人）

64人 （82人）

受診者人数

受診者人数

申請者人数

●生産資材を安価で販売する店舗キャン
　ペーンの実施（資材一括購入による一部
　品目価格を最大３割減）
●全組合員に地場産品などの注文書を配布
●事業連携により、パル生協が生活物資の
　個人宅配送を開始

16億4千万円（１3億6千万円）

6億2千万円（６億2千万円）
生産資材

10億2千万円（7億4千万円）
生活物資

内
　
訳

全体の供給高

●家族葬など多様化する葬儀形態に対応
　したＪＡセレモニーホールはだのの運営
●利用者に満足いただける旅行の企画

2億9千万円（３億5千万円）

4千万円（5千万円）

117件

旅行センター

2億4千万円（１37件　2億9千万円）
ＪＡセレモニーホールはだの

主な施設の取扱高

全体の取扱高

●農業応援定期貯金の取り扱い

●年金相談会の開催

2，244億円（２,228億円）
貯金残高

●農業振興や生活・事業などの資金対応
●貸出担当者とTACによる農業者訪問
●休日ローン相談会の開催

433億7千万円（４17億２千万円）
貸出残高

1億7千万円（１億8千万円）
上半期剰余金

97.2％（９５.9％）
※入居率はＪＡ系統の管理会社2社の数値です。

●マイホーム・アパートなどの建設の支援
●入居者に喜ばれる共同住宅のあっせん

入居率

271億円（２5８億円）

4，351億7千万円（４,431億8千万円）

6億2千万円765件
（７99件　6億5千万円）

8億1千万円674件
（265件　2億7千万円）

（３7２件　4億8千万円）

（78件　８千万円）

（349件　9千万円）

内
　
訳

4億2千万円402件

6千万円70件

1億3千万円293件

生
命

建
物

自
動
車

長期共済新契約高

長期共済保有高

上半期に支払った事故共済金額

豊かな社会を協同の力で！

250件登録件数

●鳥獣被害の防止に向け「秦野市鳥獣被害
対策実施隊」と連携
●「はだの農業満喫ＣＬＵＢ」へ
 の加入促進

657人会員登録数
（631人）


